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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

５月１７日(月)  

罪人に対するイエス様の処方箋 

聖書朗読  ヨハネ ８：１～１１ 

  行きなさい。今からは決して罪を犯してはなりません。    ヨハネ８：１１ 

                

    イエス様が姦淫の現場で捕らえた女の人にかけられたおことばから多くのこと

を学ぶことができます。イエス様は、彼女をよりよい人生へと導こうとされました。

イエス様は、彼女に思いやりをもって話しかけられ、「今からは決して罪を犯してはな

りません。」と元気づけるように言われました。一方、ユダヤ人の指導者たちは、彼女

を辱め、ぞんざいに扱いました。そういう扱いを受けて、彼女の人生が良い方向に変

わるはずがありません。 

  イエス様は、ユダヤ人の指導者たちと同じように女性が犯した罪に対してはよい

くないことだとはっきりと認められ、彼女がしたことについては弁明をされませんで

したが、イエス様のお言葉は愛と御恵みに満ちていました。このことから、イエス様

が罪に対して寛容だと結論づけてはなりません。イエス様は「今からは決して罪を犯

してはなりません。」と明白に言われています。 

  私たちには、時として、人に対して思いやりを示し、罪を犯さないように励ます

機会があります。そういうときには、私たちは皆、罪人であることを認めることです。

ですから、私たちは、人々に思いやりや優しさを示すことが大切です。 

  この女性はこのあとどうしたかはわかりませんが、イエスとの出会いが彼女の人

生を変える大きなきっかけになったのではないでしょうか。あなたが罪を犯しそうな

とき、イエス様は「もう罪を犯してはなりません」とおっしゃっています。罪を犯し

ている人を知っているなら、そこから逃げないでください。人を励ます思いやりのあ

る言葉をかけて、その人を引き戻しましょう。 

 

讃美歌 １９９ 

祈 り 天国の神様。私たちの罪を取り除かれるために、イエスをこの世に遣わされ

というあなたのご計画をたたえます。許される方法と許す方法を示してくだ

さいましたことを感謝いたします。 

      イエス様の御名によって。アーメン。 

 

スタッフォード・ノース 

                     

 

 



 

５月１８日（火） 

完 全 な 助 言 

聖書朗読  ヨハネ １５：９～１７ 

  わたしはあなたがたを友と呼びました。       ヨハネ１５：１５ 

 

  娘はもう子どもではないので、私からの一方的なアドバイスはできるだけしないよ

うにしていましたが、難しい問題に直面した娘が、私にアドバイスを求める日がとう

とうやってきました。とりあえず娘に控えめな意見をのべ、娘自身がその難しい問題

を考え決断すべきだと思いました。娘に自分を抑制したアドバイスをし、我ながらよ

く自分をコントロールしたアドバイスができたと思っていたのでした。しかし、娘の

反応は全く違いました。「世間一般の意見なんかじゃなくて、お母さんの本音の意見を

聞きたいのよ！」それこそ霊的な家族においても、私たちが望むものですよね。  

 イエス様がご自身についてお話しされたとき、イエス様はご自身のすべてを私たち

に愛を込めて与えてくださいました。「なぜなら父から聞いたことをみな、あなたがた

に知らせたからです。」（ヨハネ 15：15）。イエス様は、私たちが今抱えている苦しみ

を乗り越える方法、隣人との接し方、そして神様が働いてくださることを辛抱強く待

つ方法を教えてくださいました。私たちの救い主はなんて寛大なお方なのでしょう！

私たちを愛するがゆえに、御父から聞いたことをみな私たちと共有してくださる、そ

んな友がいることを想像できますか？ 自分が学んだ霊的な教えの全部を自らすすん

であなたに話してくれるような友がいますか？ あなたは、霊的な恵みを他の人と分

かち合うことで思いやりのある愛を示す、そういう友ですか？ 

   

讃美歌 ５２１ 

祈 り  親愛なる主よ。私たちを愛するために、ひとり子をお遣わしくださることで

示してくださった愛をたたえ感謝します。霊的アドバイスを求める人たちに

親身になって接し、イエス様の寛大さに倣うことができますように助けてく

ださい。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

                    メアリー・K・フレンチ 

                    サンルイオビスポ、カリフォルニア州 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１９日（水） 

勝って、平安を得る 

聖書朗読  ヨハネ １６：１７～２４ 

あなたがたは、世にあっては患難があります。しかし、勇敢でありなさい。わたし

はすでに世に勝ったのです。              ヨハネ１６：３３ 

 

  イエス様は使徒たちに、御父のもとから出て、世に来たが、再び御父のもとに帰

ると話されました。このお言葉にはたくさんのことが詰め込まれています。天地創造

よりも前に立てられた神様のご計画は、人間をこの地上に住まわせることでした。神

様は人間に選択肢を与えてくださっていますが、人間が神様に従わないつもりならば、

神様から引き離されます。人間との関係を修復するために、神様は御子を遣わされま

した。世に来て、罪のない人生を送りました。そして、ご計画に従い、十字架につけ

られました。この不当な罰は、本来その罰に値する罪人が放免されるようになるため

のものでした。それから、イエス様はご自身の子どもたちのためにすべてを備えるた

めに、神様のもとに帰られました。 

  イエス様に従う者は今でもこの福音を宣べ伝えています。イエス様の血によって、

罪人は神様のもとに帰ることができます。こう宣言することで、迫害や困難がないわ

けではありません。この世に来られ、私たちの代わりに死を耐え忍んでくださったイ

エス様に意識を集中させることは、私たちの信仰を支えてくれます。たとえ迫害され

たとしても、私たちは神様の御恵みによってその困難を乗り越え、平安を得ることが

できるのです。 

 

讃美歌  ２６９ 

祈 り 主よ。イエス様を感謝します。イエス様が死に打ち勝ってくださって、私た

ちは赦されました。あなたの愛を分かち合うために信仰を持ち続けることが

できますように助けてください。 

私たちを愛してくださり、私たちのためにご自身を与えてくださったイ

エス様を通して。アーメン。 

 

                           スタッフォード・ノース 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５月２０日（木） 

空約束では得られない真の平安 

聖書朗読  ヨハネ １６：２５～３３ 

 わたしがこれらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがわたしにあって平

安を持つためです。                 ヨハネ１６：３３ 

    

私の国語のクラスでは、E-P-I-E という頭文字を使用して、著者が本を書くとき

に必ず入れなければならない四つのことを覚えます。それらの四つとは、読む人を楽

しませる（entertain）、説得する（persuade）、情報を提供する（inform）、自己を表

現する（express）です。ボードに描かれたパイを四つ切りにして、この四つをラベル

付けして生徒に見えるようにしておきます。その後、私のクラスの５年生にその四つ

の内容を簡単に説明して、実際にその四つの要素を入れて、ある商品の売り込みをし

てもらいました。５年生である１０歳の子どもでさえ、どのように売り込めば、お客

様がそのお店の商品を購入してくれるかを知っています。そして、その売り込み方が

とても上手です！  

私のクラスの５年生の生徒が、ある商品を売るために誇張表現を使って良いこ

とばかりを並べて、いかにも購入したい気持ちにさせました。一方、イエス様は誇張

表現をお使いにならず、真実を話すことによって私たちの興味を引きました。そして、

それは、私たちを本当の平安のある生活へと導くものでした。イエス様は痛みを伴わ

ない人生を約束されていません。イエス様は困難が来ることを認めていらっしゃいま

す。キリストに従うというのは、人生のすべての試練が消えることを意味すると信じ

ているクリスチャンがよくいますが、それは真実ではありません。 

  それでも、一つの理由があるからこそ、苦難にもかかわらず平安があるのです。

その理由とは「しかし、勇敢でありなさい。わたしはすでに世に勝ったのです。」（ヨ

ハネ 1６：３３）です。この一節は、私たちが困難に耐えながらも、平安のうちに人

生を送ることができることをはっきりと示しています。私たちはこの世界をご支配し

ているお方を知っているので、それができるのです。なんというお約束、なんという

救い主でしょう！ 

 

讃美歌 ２９１ 

祈 り 主よ、御子がこの世における平安を約束して下さいましたことを感謝いたしま

す。私が会うすべての人に、イエス様のお約束の喜びを広めることができます

ように。イエス様のお名前によってお祈りします。アーメン。  

                                             

シャロン・フォスター 

テネシー州 マキューエン 

 

 

５月２１日（金） 

一 致 し て 生 き る 

聖書朗読  ヨハネ １７：２０～２６ 

その召しにふさわしく歩みなさい。謙遜と柔和の限りを尽くし、寛容を示し、愛を

持って互いに忍び合い、平和のきずなで結ばれて御霊の一致を熱心に保ちなさい。 

エペソ ４：１～３ 

 

私たちは新約聖書から「一致の大切さ」を知ることができます。イエス様がヨハ

ネ１７章で弟子たちのために祈られた祈りもその一例です。 

「御霊の一致」とはなんでしょうか。それは聖なる要素が一体となることです。

同じ性質を持ち、同じ関心を持ち、共に行動することです。私たちはキリストにあり、

キリストのうちに成長するのです。これは神を信じる者の内にある聖霊の力によるも

のであり、神のもとで、キリストにあって一つなることが私たちがあるべき姿です。 

私たちは全員同じ福音を受け取りました。それは、イエス様が私たちを救われる

ために来られ、私たちは主の血によって贖わられたということです。そして、私たち

は主の復活に希望を持ち、福音を伝えるという同じ召しを受けているのです。そのた

めに私たちは、福音を様々な場所で宣べ伝えるための様々な賜物を持っています。 

エペソ人への手紙は「御霊の一致を保つ」ためには努力が必要だと示しています。

柔和であることが試されるときもあるでしょう。忍耐強く話し合うことが必要なこと

もあるでしょう。謙遜を学ぶために失望を経験する必要があるでしょう。聖霊の力に

よって謙遜、柔和そして忍耐が与えられます。私たちが共に信じる人々に対しこれら

の御霊の実ともいえる謙遜、柔和、忍耐を持って接する時、一致が生まれるのです。

そして神にある人々が一致して共に生きるとき、彼らは神の恵みを体験するのです。 

 

讃美歌  ３８０ 

祈 り 天の父なる神様、私たちが自己中心になり、すべてを知っていると思い、

あなたが与えられた謙遜と柔和と忍耐の賜物から離れてしまう時、どうか

私たちをお許しください。私たちを謙遜と愛にお導きください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

     

      Ｗ・スコット・ウッドリー 

テネシー州 キングストン 

 

 

 

 

 



 

５月２２日（土） 

新しい（昔の）話！ 

聖書朗読  使徒 ２：１４～２８ 

私が来たのは律法や預言者を廃棄するためだと思ってはなりません、廃棄するた 

めではなく、成就するために来たのです。      マタイ ５：１７ 

 

皆さんはイエス様の弟子たちがペンテコステの時どのような気持ちだったか想

像できますか。ペテロは人々になぜ教養のないガリラヤ人が神のすばらしさを数々の

言語で解き明かすことができるようになったのか説明しました。しかし、人々を動か

したのは彼らが多言語を操れるようになったことではなく、ペテロのメッセージその

ものだったのです。ペテロは人々に彼らがすでに知っている、イエス様の十字架につ

いて語ったのです。そしてイエス様の十字架を、これもまた人々がとてもよく知って

いるイスラエルの希望の話と結びつけたのです。なんということでしょう。彼らは待

ち望んでいた救い主を殺してしまったのです。彼らが受けた衝撃を想像できますか。

感謝なことに私たちはこの教えの結末を知っています。それは許しと新しい命を受け

る機会が与えられるというものです。 

聖書を学ぶ一つの方法に聖書が書かれた当時の人々の一人になったと想像して

みるというものがあります。聖書箇所の歴史的な背景の説明のある解説付き聖書を探

してみてください。そしてその場にいると想像してみてください。ペテロの教えの力

は人々がすでによく理解していると思っていたことの新しい理解を提示したことにあ

ります。人々は彼らの自身の人生を神様の話に交じり合わせることができてなかった

のです。イエス様が救い主であるとすることですべてが変わったのです。 

私たちは異なった文化的背景に生きていますが、イエス様の死と復活は意味を失

うことが無く力を持っています。私たちも昔の話を新しいメッセージとして受け取り

ましょう。これは私たちの物語なのです。 

 

讃美歌  １５３ 

祈 り 天の神様、私の心を開きあなたの御国で生きる招きに応えられるようにし

てください。間違った理解をし、あなたの計画の中に私の人生を見ること

を拒む私をお許しください。あなたの犠牲と世に希望を与える死を打ち負

かす勝利を感謝します。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

アール・D・ラベンダー 

テネシー州 ブレントウッド 

 

 

 

 

５月２３日(日) 

キリストへの情熱 

聖書朗読  使徒 ４：１～２２ 

 私たちは、自分の見たこと、また聞いたことを、話さないわけにはいきません。 

使徒 ４：２０ 

 

ペテロとヨハネは生まれつき足の萎えた人を安息日に癒したためサドカイ人の

前に連れてこられました。彼らはイエス様と神の国についてソロモンの廊に集まった

人々に宣べ伝えました。多くの人が信じ、洗礼を受け教会は五千人を超えて急激に成

長しました。 

 しかし、サドカイ人はペテロとヨハネを厳しく戒めました。彼らはペテロとヨハネ

にイエス様についてこれ以上語るなと言いました。ペテロとヨハネは宗教の支配者の

ためではなく神様のために行っていることなのでやめられないと反論しました。なん

という熱意、情熱でしょう。彼らは自らの命を危険にさらしてでもイエス様が救い主

だと語ったのです。 

 この熱意はその時代の教会の軸となったのです。そして使徒８章４節にあるように

エルサレムを離れた弟子たちは世界中に神の御言葉を宣べ伝えたのです。 

 あるホテルチェーンのオーナーは「私の評判はあなたたちにかかっている」と従業

員に最高のサービスを顧客に提供するように励ましました。私たちの福音に対する情

熱、救われたことに対する感謝が、私たちが周りの人に神様について知っていること

を伝えようとする熱意となっているのです。彼らが耳を貸さなくても私たちは諦めま

せん。私たちは神様を愛し、イエス様を指し示すことを続けるのです。 

 

讃美歌  ３３９ 

祈 り 天の神様、あなたのひとり子を私たちの罪をあがなうために送ってくださ

りありがとうございます。私たちはとても恵まれています。私たちのあな

たへの情熱によってあなたに栄光を帰すことができますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

     

    エディ・C・ルイス 

テネシー州 ジャーマンタウン 

 

 

 


